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1. プロジェクト概要

本プロジェクトは、人獣共通感染症について、その
出現と拡散の重要な要因である食肉、特に近代的な家
畜の生産と消費の視点から考察し、人間の命とそれ以
外のいのちとの非対称な関係性を問い直すものです。
ウイルスについては鳥インフルエンザを、細菌につい
ては薬剤耐性菌を主な考察の対象としています。これ
ら二つの新興再興感染症は、人獣共通感染症の典型的
な事例であり、自然の開発、温暖化、複合農業、集約
型の畜産（密飼）などによって、非対称な形で、人間
と動・植物および微生物、種と種の間の関係、個体間
の関係、種の世代間の関係、個体の世代間の関係を断
絶あるいは改変し、いのちといのちの繋がり方を根本
的に変化させたことが原因となって引き起こされてい
ると考えられます。

本プロジェクトでは、これら二つの感染症の例にお
いて、直接的・間接的に関与する生物を環境に埋め込

まれた存在としてとらえなおし、それらの生物がもつ
環世界的な視点から考察します。動物の環世界の理解
によって、人間の視覚依存的な情報処理を相対化し、
さらに、環世界を基盤とした人工知能を活用して、家
畜伝染病の予防についての疫学視点から研究を行って
いこうとしています。

さらに、並行して、いのちの本質をその構成要素で
はなく、いのちといのちの関係性の中から問い直し、
特に近代における人間が食する「畜肉の生産」の分野
について、その在り方を人間と動物と微生物の関係の
複数の視点から改善するための政策提言を行う見込み
です。

2. 2021年の取組と成果

2021年には、計10回のサブワーキングと、1回の全
体会議を実施しました。

人獣共通感染症に関しては、鳥インフルエンザ、薬
剤耐性菌について、そ
れぞれ、鳥の紫外線に
よる環境認識（鳥）と
微生物にとっての環境
としての免疫（ワクチン）
という2つの観点から考
察を行いました。

前者に関しては、人
間には見えないが鳥の
眼からは見える波長の
光（紫外線など）によ
って、どのように水場
の環境が認識されてい
るか、ということにつ
いての実験を始めました。
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この実験のデザインは、参加している大学院生に作成
していただき、複数の教員でブラッシュアップして実
施に移しました。

後者については、植物でワクチンを生産して、精製
することなくそのままの形で動物に食べさせる（投与
する）「食べるワクチン（edible vaccine）」の開発を
鳥インフルエンザなどをターゲットとして推進すると
ともに、微生物にとっての環境・生態系という観点から、
動物の免疫とワクチンにつ
いて考察を行いました。

また、人間が食する「畜
肉の生産」に関しては、「遠
い動物」からもたらされる
人間にとって「新しい」病
原体が、「近い動物」を介し
て、人間の感染症としての
パンデミックを引き起こし
ているということについて、
ディープヒストリー的な視
点から考察し、人間と生物
の関係の非対称性について、
考察しました。

3. プロジェクトの今後

鳥の眼から見た環境については、鳥インフルエンザ
ウイルスを運んできていると考えられる水鳥が飛来す
る水場を大阪の近郊に具体的に設定し、できるだけ高
い高度からも撮影可能な機器と方法を開発して試験を
行う見込みです。また、観測場所の設定とその後の観
測にあたっては、水鳥の専門家などとも情報交換を行
います。

食べるワクチンについては、鳥インフルエンザや細
菌によるニワトリの感染症を中心に、具体的な研究
開発を進めるとともに、その生態系への影響（関係）、
社会的な意義と障壁について考察を行う見込みです。
研究開発については、プロジェクトの参加メンバーで
あるベトナムの研究者が中心になって行い、パンデミ
ックが終わった後に交流を活発化させます。研究成果
は、家畜分野でニーズの高いベトナムで実装後、日本
への還元を目指します。

また、2022年には、上の2つの研究開発に関連する
AIについても開発を始めます。

最後に、これらの具体的な研究開発の過程で、人間
と動物の関係についての俯瞰的な見直しを進め、現在
主流の市場経済と産業社会に組み込まれた畜産の在り
方、それを取り巻く人間と自然の非対称な関係につい
て引き続き考え直し、研究開発にもフィードバックし
ていきたいと思っています。

いのちの本質を
いのちといのちの関係性から問い直す
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